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2.9.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
阿部 勇人  定点カメラ画像を利用したりんごの成長過程用学習コンテンツの試作と評価 
我々は農地に設置した Web カメラを通じて農作物の成長過程を遠隔地から観察できる農業
体験学習支援システムを開発し，平成 23 年度から岩手県内の小学校で運用してきた．その結
果，本システムは作物の成長に対する児童の興味を喚起できることが示唆された．しかし，大
量に蓄積された画像（1 時間に 1 枚撮影）の中から，学習に有効な重要画像の検索が困難であ
ること，重要画像を活用した学習用コンテンツ（画像の早送り再生等）の作成に負担がかかる
ことなどが問題点として挙げられた．本稿では，蓄積されたりんごの画像の検索やコンテンツ
作成の作業負担を軽減することを目的とし，学習コンテンツ作成支援システムと重要画像自動
抽出手法を提案し，試作した学習コンテンツを評価した． 
井上 裕之 学習者特性に応じた適応型作問学習支援システムの研究 
学習者が問題を作成し学習する作問演習が注目されている。高木らは学習者自らが作問する
ことにより協調的な学習環境を実現する WBT システム「CollabTest」を開発し，約 10 年間運
用してきた．これまでの運用結果から，本システムを利用することにより概ね高い学習効果が
得られることを確認した．一方で，アンケート調査の結果から学習効果の感じ方にはバラツキ
があることも示された．我々は，このバラツキの原因を探るため，作問者の出題意図や，主観
的な学習効果の感じる度合いなどの学習者特性と，実際の学習効果との関連性を調査した．本
稿では，実験結果から示唆された知見に基づき，学習者特性を考慮した適応型作問機能を有す
る学習支援システムを提案する. 
奥友 奈津美 多様な構成員から成るグループに対する献立推薦手法の検討 
 日々の食事作りにおいて，多くの主婦が困っているのが「献立を決める」ということである．
献立を悩む原因として，栄養バランスの偏りやレパートリーの少なさ，好みの違いなどが挙げ
られる．しかし，家族の栄養バランスや好みなどすべてを考慮するのは難しい． 本研究では，
家族に着目し，栄養バランスや嗜好などを考慮してより好ましい献立を選定し推薦することで
献立決定の支援を行うことを目的として，多様な構成員から成るグループに対する献立推薦手
法を提案した． 
加藤 裕美 農作業画像を用いた小学校社会科用学習コンテンツの提案 
わが国では，小中学校において食育の一環として農業体験学習が行われている．これまで先
行研究として，農地に設置した Web カメラで撮影された農作物画像と，赤外線センサを用い撮
影された農作業画像を閲覧できる農業体験学習支援システムを開発し，岩手県内の小学校で運
用が行われてきた．運用の結果，農作物の観察において高い評価を得たが，これまでに蓄積さ
れてきた画像には，他にも理科やキャリア教育に関連する多くの学習につながる要素があり，
それらの画像を用いて小学校の授業内容と関連付けた学習コンテンツを開発することで，より
システムが多様な場面で利用できるのではないかと考えた． そこで本研究では，小学校の授業
で活用できる，農作業画像を用いた学習コンテンツを提案した．また，提案に基づき学習コン
テンツを試作し，試作した学習コンテンツを小学校で利用してもらった．その結果，岩手県紫
波町の実際の小学校から高い評価を得た． 
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門脇 裕 地域密着型インターネットラジオシステムの構築 
近年，我が国の地方では都市部への人口転入や都市部との経済格差が生じ，衰退が進行して
いる．しかし，このような現状の中で,地域特有の地場産業や産物，文化などの地域資源を掘り
起こし，ICT を活用して地域内外へ広めるといった地域再生に取り組んでいる事例も多く存在
する．その一例として，市町村単位でラジオ放送を可能とする「コミュニティ放送局」があり，
一般の FM 放送では聞けない，地域住民が必要とする情報を提供している．しかし，コミュニ
ティ放送局によるラジオ放送はコストが高く，スタッフの負担が重くなるといった問題が存在
するため, 広く普及していない．そこで本研究では, コミュニティ放送局を必要としない，地域
密着型インターネットラジオシステムの提案をし，プロトタイプの開発を行った．本論文では，
インターネットラジオの概要を述べ，開発したシステムの構成と機能，およびシステム利用者
の対象である，視聴者による実験と評価を行った． 
中村 祐基 就職活動での利用を想定した学習成果物管理手法の提案 
近年の大学教育においては，学習と評価のパラダイム転換により，学習や評価の方法が変化
してきている．学習活動のプロセスを含めた学習成果物や学習履歴データを電子的に記録でき
る e ポートフォリオが注目されている．しかし，学生が主体的に継続して e ポートフォリオ
を活用することは難しい．問題点として成果物の蓄積が煩雑，蓄積した成果物の活用が不明確
の二つがあげられる．本研究では，e ポートフォリオに蓄積された成果物の有用的な活用方法
として就職活動に着目し，これらの問題解決を試みた．本論文では，平成 24 年度のソフトウ
ェア情報学部の就職先から，企業が求める人材像を調査し分析を行った．また，企業のホーム
ページから求める人材像を意味する特徴語の抽出手法や，その特徴語を利用した学習成果物管
理手法の提案を行った． 
星 遼平 遺伝的アルゴリズムを用いたいわて短角和牛における種牛割り当てのための意思決定支援シス
テムの提案 
 日本では現在，黒毛和種・褐毛和種・無角和種・日本短角種の４種類の肉用種肉用牛を生産
している．中でも，日本短角種は夏山冬里方式で自然交配により生産が行われており，交配の
管理が難しい．また，近年日本短角種の生産者が減り，全体の頭数が減少していることに伴い，
近親感での交配による近親交配係数（以下，近交係数）が上昇傾向にあることが課題となって
いる．近交係数が高まると問題を有する肉用牛が生産される確率が高まる危険性がある．そこ
で，本研究では，頭数が減少している中でも，近交係数の上昇を抑制するための繁殖計画立案
システムについて研究開発を行う．なお，本研究対象は，個体情報の蓄積と開示の同意が得ら
れている岩手県産短角牛である． 
米田 大地 小規模店舗魅力発見行動促進システムの構築 
近年，大型ショッピングセンターの進出や地方の人口の都心への流出により地方の小規模店
舗の数が減少傾向にある．小規模店舗の中には，その地域特有の商品を販売している店も多く，
このまま小規模店舗の数が減少していくと，地域の特徴が失われることが懸念される．そこで
本研究では，地域の小規模店舗の活性化を目的に，地域住民の回遊行動をスマートフォンで誘
発する小規模店舗魅力発見行動促進システムを構築する．  
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柳沼 工也 プロジェクト型学習における個人評価手法の提案 
 近年，プロジェクト型学習(PBL)に対する注目度が高まってきている．特に情報系分野の大学
において，ソフトウェア開発を対象としたプロジェクト学習を行っている大学は多い．その理
由として，IT 社会において必須であるチーム開発を通して，社会人になってから必要な総合的
能力を習得できることが挙げられる．しかし，プロジェクト型学習を受講した学生個人に対す
る評価は，プロジェクト型学習を実施する際の大きな課題となっている．いまだ評価基準は各
大学によって異なり，明確で信頼性，妥当性のある評価手法が確立されていない．本研究では，
プロジェクト型学習の信頼性，妥当性に優れた個人評価方法の実現を目的とし，評価者が学習
者を評価する際，評価に有効な個人評価材料を与えることを提案する． 
平賀 孝佑 医療情報を利用した災害時要援護者マップ生成システムの試作 
 東日本大震災の発生時に，避難行動のために援護を必要とする災害時要援護者の多くの命が
失われてしまうことになった．その原因の１つに要援護者の情報が記載された災害時要援護者
名簿の作成ができておらず，十分な要援護者の安否確認や支援ができなかったことが挙げられ
る．このような問題を解決するために著者の所属する研究室では，在宅医療で利用される在宅
医療連携システムの患者情報を平常時に蓄積し，それを利用して災害時に要援護者マップの生
成や早期治療の再開を行うという提案がされている．本研究では，その提案に基づいて災害発
生時に在宅医療連携システムを利用した要援護者マップ生成システムの試作を行ったものであ
る． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
奥津 翔太 ユーザの興味喚起を促すご当地検定問題推薦システムに関する研究 
著者は個人に合わせた項目の面白い・役立つ度合いを推定・推薦できるシステム構築を目的
に研究を進めてきた．本研究の第１段階では facebook のプロフィール情報を取得し，解答者の
興味を推定する．研究のステップを①面白い・役立つとプロフィールの関連性を調査，②面白
い・役立つとプロフィールで関連性が見られる問題の傾向を推定，③問題推薦システムを構築，
の３段階に分けて進めてきた．①では面白い・役立つとプロフィールの関連性を調査する実験
を行い，プロフィール毎で面白い・役立つ観点が異なることが示唆された．②では，実験結果
を元にプロフィールごとで面白い・役立つ度合いが異なる問題の特徴を分析して，推定を現在
行っている．③では推定した特徴を元に興味推定サブシステムを構築する． 
菅原 遼介 多肢選択形式作問支援システムの開発 
 著者はこれまでに作成ニーズの高い多肢選択形式問題の作問負担を軽減するために，一問一
答形式問題を多肢選択形式問題に自動変換する手法について検討してきた．本研究では，正答・
誤答選択肢が名詞の問題を対象とする．本手法では，問題文の文末表現を自動変換したあと，
自動生成した誤答選択肢を設定することで変換する．正答選択肢と誤答選択肢との類似度は問
題の難易度に影響を与えるため，正答との類似度を考慮した誤答選択肢の設定が求められる．
著者はシステムのプロトタイプを構築し，収集した誤回答情報より誤答選択肢を自動生成し多
肢選択形式問題の作成を行った．システムにより作成された多肢選択形式問題と，通常の多肢
選択形式問題を被験者に回答させ解答情報を比較する実験を行い，問題の信頼性を調査した結
果，自動生成された誤答選択肢はいずれも適切である可能性が高いと示唆された．しかし，誤
回答をどの様な対象から収集するのが良いのかなどについては今後の検討事項とした． 
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中島 裕聡 e ポートフォリオからのスキル向上要因抽出支援システムの開発 
本論文では各成果物に気付き情報や他者からの気付きを付加できる機能や twitter や
facebook などといったソーシャルメディアに記録されている様々な活動記録（気づき情報や学
習成果物の過程）と連携する機能を有したシステムについて述べる．スキルや能力が向上した
ことは，定期的に能力測定をすることで把握可能であるため，学習者・社会人のスキルを診断
する指標である社会人基礎力や ITSS，CUBIC などの能力診断の指標を用いる．この能力診断を
定期的に行い，能力の向上している期間に行った活動（成果物や過程）を本研究ではスキル向
上要因とする．提案するシステムでは日々の学習の学習成果物(ゼミ資料，画像，動画や Web ペ
ージのリンク)などを自身の気付き情報やスキルのタグ付けと共に記録することや他者からの
気付き情報を確認することができる．蓄積されたコンテンツは時系列に表示され，スキル別ま
たは科目別に振り返ることができるため，自身の活動をより多面的に振り返るツールとしても
有効的である．また，本研究では，学習成果物作成時の思考過程や感情，他者からの気付き情
報がスキル向上要因の抽出に役立つと考え，これらの情報をソーシャルメディアから収集する
ことで何気ない自身の気付き情報の収集を試みる．本システムはプロトタイプ(Web アプリ)とし
て実装し，佐々木研究室の学生を対象に，現在有用性の検証を行った． 
藤井 宏平 疾患の制約条件を考慮した在宅食事療法支援システムの開発 
本研究では，疾患を有する患者の在宅食事療法の継続を支援することを目的とし，PDCA サイ
クルにより患者自身が食事内容の改善を支援するシステム開発を行った．本システムは，①目
標設定，②摂取食事の蓄積，③摂取食事の確認，④料理推薦，の機能を有する．これまで①目
標設定，②摂取食事登録，③摂取食事確認機能の実装を行い，システムの操作性，食事管理の
可能性について評価を行った．アンケートの結果，登録機能の操作性は問題ないが，栄養バラ
ンスの表示だけでは食事の問題点の理解，改善には繋がっていないこと，ユーザにより表示し
たい栄養素があることが分かった．今後はこれらの結果を踏まえた上での④料理推薦機能を実
装し，プロトタイプシステムとして完成させる．また，表示方法，推薦内容の妥当性について
医師や管理栄養士からの評価を予定している． 
(c) 博士(後期)論文概要 
北村 充晴 ソフトウェア開発におけるトレーサビリティの単純化方法に関する研究 
本論文は，ソフトウェア開発における要求定義から開発工程までに作成される成果物との適
合性を検証する上で，必要不可欠となるトレーサビリティリンクの単純化に関する研究である．
これまでトレーサビリティの取得方法や可視化については多くの研究がされているが，本研究
のように要求～設計までの上流工程を含む水平トレーサビリティリンクのモデル化とその複雑
さを定量的に表現しようとする論文は他に見当たらなく，極めて新規性が高い．しかも，本研
究は，それらを２部グラフモデルによってわかりやすく単純化する手法について提案している．
更に，実際の開発事例に本提案手法を適用し，トレーサビリティリンクの複雑さが定量的に表
現されること及び単純化されることを確認した点は，今後現場で導入できる考え方を示した点
で有効性が高い．ただし，本手法を用いた単純化作業は人手でやる部分が多いため，大規模シ
ステムを扱う場合，またはレガシーシステムを変換する場合等は，業務負担が大きくなる可能
性がある．そのため，本手法を機械的（形式的）に実行できるようなマニュアル化が必要であ
る．将来的には，自動化できる部分の自動化や，作業を支援するツールが必要となると予想さ
れる．この点については，今後の研究課題として研究を継続することとした． 
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(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) 北村充晴，高木正則，山田敬三，佐々木淳，「ソフトウェア開発におけるトレーサビリティリンクの複雑さの表
現と単純化方法」，電子情報通信学会論文誌 D, Vol.J97-D, No.3, pp.473-449（2014） 
 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) MITSUHARU KITAMURA, MASANORI TAKAGI, KEIZO YAMADA and JUN SASAKI, “A Representation Method 
for Simplification of Traceability Links among Software Artifacts”, WSEAS Recent Advances in Mathematical Methods 
and Computational Techniques in Modern Science, CINC-14, pp.100-106 (April, 2013) 
2) 中村武道，高木正則，山田敬三，佐々木淳，阿部勇人，加藤裕美，「Web カメラと人感センサを活用した農作
業画像自動記録システムの運用」，情報処理学会情報教育シンポジウム SSS2013，DP-9[DP](2013 年 8 月) 
3) Mitsuharu Kitamura, Masanori Takagi, Keizo Yamada and Jun Sasaki, “ A Representation Method to Simplify Traceability 
Links between Software Artifacts”, SoMeT 2013 • 12th IEEE International Conference on Intelligent Software 
Methodologies, Tools and Techniques, No.17, pp.135-140 (September, 2013) 
4) 阿部勇人，佐々木淳，高木正則，山田敬三，中村武道，加藤裕美，山本晃大，吉田理穂，「定点カメラ画像を利
用したりんごの成長過程用学習コンテンツの試作と評価」，第 76 回情報処理学会全国大会，2ZE-4（2014.3） 
5) 井上裕之，高木正則，山田敬三，佐々木淳，「学習者特性を考慮した適応型作問学習支援システムの提案」，第
76 回情報処理学会全国大会，4ZF-3（2014.3） 
6) 中村祐基（学生奨励賞），中島裕聡，高木正則，山田敬三，佐々木淳，「eポートフォリオと連携した就職活動
支援システムの提案」，第 76 回情報処理学会全国大会， 5ZF-7（2014.3） 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 中村祐基，第 76 回情報処理学会全国大会学生奨励賞，「e ポートフォリオと連携した就職活動支援システムの
提案」，2014 年 3 月 12 日 
2.9.4. その他の活動 
1) 講座の有志でマラソン大会に参加した(5/19，雫石岩手山ろくファミリーマラソン，7/14 八幡平焼走りマラソン）
  
